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ご挨拶
ICU落語研究会

あ
の
国
民
的
人
気
番
組
で
お
な
し
み
の

桂
宮
治
に
、
弟
弗
子
が
直
談
判
―

背
水
の
陣

で
挑
む
大
ホ
ー
ル
明
Ｎ
ｏ
席

―

て
ぐ
鰹
自
い
ぎ

桂伸球

桂蝶の治

桂宮治

仲入 り

対談

桂蝶の治

桂
蝶

ω
治
の

出
番
は

一
九
時
か
ら
！ ▲

ゼ  露
手‐

三味線 井手窪 泉

第CSI目 |

チケット取扱い

小金井営地楽器ホール (2階事務室)路 :1のみ/現金のみ]
※25戯以 下料金は姿ナ与■憲 rtで liぉ ,R扱い してお りません。 アレイガイ ドにてお求め くたさい.

※本公演 1■4席指定でi
※販売方法により、お座席 1よお遵びいただけない場合がございま筑

※ひあでご購入のお客様 tと、当H会ナ務にて座府指定券とお引換えのうえ
ご入場 ください。(座鷲番号 tよ あらかじE》 こちらでご用意しております)

晋多輯t穀鍵錫み∫ 050-3033‐ 0666
katsuratyonozi@gmail.colxl
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(東京都小命井市本町

開場 17:45
開演 18:30
(21:00終演予定)

会場販売

小命井宮地楽器ホール大ホール
6J^H1445)梗経tた‖!忠絆乱|'↑永!
1令席指定 |
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2026年 11月 25日 開催

桂
蝶
の
お
独
狽
今
Ａ

第
IS

小金井
宮地楽器
ホーブレ
中
東京都小金井市
本町6丁目1牛 15

一面トピックス
①第15回独演会のグストに
桂宮治力獣 定
②桂宮治からお客様ヘ

蝶の治に太鼓判のコメント
⑥桂嬢の治 大ホールでの
独演会に向けて意気込み
を語る
④桂

'崇

の海小金井独演会
これまでの演目一覧

独演会に豪華ゲストが決定

椎
富
治
が
つ
い
に

富
地
桑
器
ホ
ー
ル
ヘ
‥

落
語
家

・
桂
蝶
の
治
の
初
と
な
る
大
ホ
ー
ル
独
演
会
に
、
兄
弟
子
で
あ
る
桂

宮
治
の
出
演
が
決
定
し
た
。
会
場
は
宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
。
こ
れ
ま
で
数
々
の
し

く
じ
り
を
重
ね
な
が
ら
も
、
兄
弟
子
に
根
気
強
く
見
守
ら
れ
て
き
た
蝶
の
治
。

夢
な
き
者
に
成
功
な
し

今

一
番
ノ
リ
に
乗

っ
て
い
る

弟
弟
子
と
お
墨
付
き
！

「桂
伸
治

一
門
、
弟
弟
子
の
中
で
今

一
番
頑
張
っ
て
い
る
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
、
蝶
の
治
さ
ん
。
ネ
タ
数
の
多
さ
、

そ
し
て
バ
ラ
エ
テ
イ
に
富
ん
だ
ネ
タ
、
ど
れ
も
自
分
の
色
に
染

め
、
お
客
様
を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
だ
け
を
真
剣
に
考
え
て
、
今

一
番
ノ
ジ
に
乗
っ
て
い
る
後
輩
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
蝶
の
治
さ
ん
の
最
高
に
楽
し
い
落
語
を
、
ぜ
ひ
聞
き
に

来
て
く
だ
さ
い
。
宮
治
の
お
墨
付
き
で
す
―
と
【桂
宮
迫

「語
り
出
す
と

一
日
で
は
終
わ

ら
な
い
ほ
ど
し
く
じ
り
の
多
い

私
を
根
気
強
く
、
時
に
は
笑
い

な
が
ら
見
守

っ
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
今
回
の
出
演
も
快
く
引

き
受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
」

と
語
る
。

当
日
は
蝶
の
治
と
の
対
談
も

予
う↑
ご
れ
て
い
る
。
問
い
合
わ

せ
は
３
ｏ
‐∞ｏ∞∞
‐〇〇３
ま
で

０
桂
宮
治
ハか
つ
ら
み
や
じ
）

東
京
都
品
川
区
出
身
。
化
粧
品
実

演
販
売
の
セ
ー
ル
ス
マ
ン
を
経
て

３．
歳
で
桂
伸
治
閣
卜
に
入
門
「
平

成
２４
年
に
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸
大

賞
落
語
部
門
で
大
賞
受
賞
。
令
和

３
年
に
童
訂
昇
進
。

“

1回
令和 5年 1月 14日

蝶の治 からぬけ 反対偉
ちりとてちん

伸治 あくび指歳

第 2回目
令租 S年 4月 28日

蝶の治 二味線鳥 動物園 死神
遊七 茶の湯

第 3団
令剤 5年 7月 3日

蝶の治 粗怒長屋 百川
朝馬 松山a完

歯4回
令和 S年 10月 27日

B8回
令鵜 6年 8月 2日

蝶の冶 異母兒第 雪の戸田川
小すみ 音由

日,回
令租6年 11月 15日

蝶の治 時そば 壊路釈
兼好 権助魚

館10回
令和 7年 2月 22日

蝶の治 勘定板 中村仲歳
麗橋 風呂敷

第14回
令和 7年 6月 21日

蝶の治 蛤坊主 不動坊
協笑  フヽベット落語 f西遊記J

目12回
常ヨ17年11月 29日

蝶の治 騒泥 えんぜる
京子 金子みす )伝

購13回
令和 8年 2月 8日

蝶の冶 牛ほめ お血脈
鰹花 お歌合わせ
寿轄 老人天回

鰐S回

=E和 5年 12月 8日

蝶の治 お見立て 桑名船
好青年 手紙無筆
好楽 胡椒のくやみ

の
師
匠
を
探
し
て
い
た

時
分
に
通
い
詰
め
て
い

た
の
が
定
期
的
に
大
ホ

ー
ル
で
開
催
さ
れ
て
い

る
務
語
会
で
ご
ざ
い
ま

し
た
。
い
つ
か
こ
こ
で

独
演
会
を
―
―
と
決
意

を
胸
に
入
門
を
い
た
し

ま
し
て
早
８
年
。

４
年
間
の
前
座
修
行

を
終
え
、
ニ
ツ
ロ
と
な

り
、
明
く
る
年
の
１
月
か
ら
小

ホ
ー
ル
に
て
師
匠

・
伸
治
に
来

て
い
た
だ
き
１
回
目
を
。
そ
の

後
、
会
を
重
ね
て
１５
回
目

へ
。

「そ
ろ
そ
ろ
大
ホ
ー
ル

ヘ
挑
戦

を
し
て
も
良
い
の
で
は
」
と
思

う
よ
う
に
な
り
、
今
回
に
至
り

ま
し
た
。
ま
だ
大
ホ
ー
ル
は
早

い
の
で
は
？
と
心
配
を
し
て
く

だ
さ
る
方
も
い
ら
っ
し
や
い
ま

し
た
が
、
三
十
代
に
な
る
前
、

最
後
の
二
十
代
で
大
き
な
挑
戦

を
し
て
み
た
か
っ
た
の
で
す
。

何
卒
、
ご
家
族

・
ご
友
人
を

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。
【
桂
蝶
の
追

●
桂
蝶
の
冶
（か
つ
ら
ち
よ
う
の
じ
）

９７
年
東
京
都
出
身
。１８
年
５
月
蝶
花

楼
馬
楽
に
入
門
。
前
座
名

「蝶
花
楼

未
楽
」
１８
年
７
月
柱
伸
治
四
卜
へ
移

答勇

「牲
伸
び
太
」
と
改
名
”　
１２
年

１０
月
よ
り
ニ
ツ
ロ
ヘ
昇
進
。
「桂
蝶

の
治
」
と
改
名
。
Ｂ
Ｓ
国
テ
レ

「笑

点
特
大
号
』
の

「若
手
大
喜
利
」
コ

ー
ナ
ー
に
も
出
演
。
活
躍
の
場
を
着

実
に
広
げ
て
い
る
。

零島?年 2周 24日        琴2と  書最
舞 うどんや

蝶の治 明石飛脚 深 dJ隠 れ  第14回
小助六 猟茶屋        令和 8年 7月 6日

零島写毎 3月 18日        拶安窄 :査泳辱露
動 他―腐

蝶の治 長屋の花見 施気の虫 購15回
禁酒番屋       令和 3年 1呵 月25日

仁馬 真口小伯 件風呂    ヶス ト:桂宮′台

落話会の詳しい情報は、公式サイ ト

各り撤SNSよ りご確認下さい。

202G。11.21(水 )
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開場 17:45開演 18:30(21:00終演予定)

チケット取扱い

くを即易販ラと>[窓日のみ/現金のみ]

小金井官地楽器ホール (2階事務室)
※,う歳以下料金は会場窓Hで はぉ取扱ぃしてお )ま せん
ブレイ″イド1こ てお求めください。

『配喜んこ的 t,てくだをい :』
あの国民的人気番組でおなしみの
桂宮治に、弟弟子が直談判 !

背水の陣でJЬむ大ホール570席 !

テ拘仕後6労笏ガ
くお問い合わせ>
050‐ 90うう‐0666
katsuratyonozi@gmail cOm

尋

祐

三味線 井手盗 泉 in抵 :小後井落ヽ話会

ゲ

小金井宮地楽器ホーブレ大ホール
(東京都小金井市本町6丁目14‐45)鶏

漸t塗界淡絡百繁ケ1分 !
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